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論 文 内 容 の 要 旨 
 
【目的】 
妊娠糖尿病に罹患した日本人女性を産後の耐糖能障害の有無で分けて比較し、将来糖尿病を発症
する関連因子について検討することを目的とする。 
 
【対象】 
2011年 4月から 2015年 4月の間に大阪市立大学医学部附属病院で分娩した妊娠糖尿病患者のう
ち、産後に 75g糖負荷試験（以下 OGTT）を施行した 85人を対象とした。Overt diabetes in 
pregnancyや産後の 75g OGTT で糖尿病型に分類された患者は除外した。 
 
【方法】 
75gOGTT施行時に負荷前、負荷後 0.5時間後、1時間後、2時間後の血糖値・インスリン濃度を
測定した。産後の OGTT結果より正常群と境界型群に分類し、母体の特徴、周産期事象、妊娠中・
産後の血糖値、インスリン濃度、血糖値とインスリン濃度から算出されるインスリン抵抗性の指
標である HOMA-IR、分泌能の指標である HOMA-B、インスリン初期分泌能の指標である
insulinogenic indexについて比較した。 
 
【結果】 
母体の特徴、周産期事象に有意差は認めなった。妊娠中は 1時間血糖値のみ境界型群で有意に高
かった。産後は正常群に比べて境界型群の方が 0.5時間、1時間、2時間血糖値が有意に高く、
0.5時間インスリン濃度が低く、insulinogenic indexが低かった。また、妊娠中に比べて HOMA-IR、
HOMA-Bは両群で産後に改善したが、insulinogenic indexに有意な変化は認めなかった。 
 
【結論】 
75gOGTTにおいて 1時間血糖値が高値であることは糖尿病のリスク因子であると言われているが、
妊娠中の 1時間血糖値は産後の耐糖能障害と関連があることがわかった。また、妊娠糖尿病患者
は産後にインスリン抵抗性が速やかに改善するが、日本人の糖尿病患者で低いことが特徴である
インスリン初期分泌能に改善を認めなかった。このことは妊娠糖尿病の管理において重要な情報
である。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、妊娠糖尿病に罹患した日本人女性を産後の耐糖能障害の有無で分けて比較
し、将来糖尿病を発症する関連因子について検討したものである。 
2011年 4月から 2015年 4月の間に大阪市立大学医学部附属病院で分娩した妊娠糖尿
病患者のうち、産後に 75g糖負荷試験(以下 OGTT)を受けた 85人を対象としている。 
75gOGTT施行時に負荷前、負荷後 0.5時間、1時間、2時間の血糖値・インスリン濃度
を測定している。産後の OGTT結果より正常群と境界型群に分類し、母体の特徴、周産
期事象、妊娠中・産後の血糖値、インスリン濃度、血糖値とインスリン濃度から算出さ
れるインスリン抵抗性の指標である HOMA-IR、分泌能の指標である HOMA-β、インスリ
ン初期分泌能の指標である insulinogenic indexについて比較している。 
母体の特徴、周産期事象に有意差は認めなったとしている。妊娠中は糖負荷後 1時間
血糖値のみ境界型群で有意に高かったとしている。産後は正常群に比べて境界型群の方
が糖負荷後 0.5時間、1時間、2時間血糖値が有意に高く、0.5時間インスリン濃度が低
く、insulinogenic indexが低かったとしている。また、妊娠中に比べて HOMA-IR、HOMA-
βは両群で産後に低下したが、insulinogenic indexに有意な変化は認めなかったとし
ている。 
75gOGTTにおいて 1時間血糖値が高値であることは糖尿病のリスク因子であり、イン
スリン初期分泌能の低下を反映していると言われているが、妊娠中の 1時間血糖値は産
後の耐糖能障害と関連があることがわかったとしている。また、妊娠糖尿病患者は産後
にインスリン抵抗性が改善するが、インスリン初期分泌能に改善を認めなかったとして
いる。これらのことから妊娠中の 1時間血糖値が高値であることはインスリン初期分泌
能が低いことを示唆し、初期分泌能の低下は産後も持続するため将来の糖尿病の high 
risk群として管理する必要がある、と考察している。 
本研究は、初めて妊娠糖尿病患者のインスリン抵抗性やインスリン分泌能、インスリン
初期分泌能を産前・産後で比較したものである。今後、妊娠中から糖尿病の high risk
群を抽出できる可能性があり、また同様の方法で正常妊婦と比較することや妊娠中の経
過を追うことで妊娠糖尿病の病態解明に更なる発展が期待される。本論文は博士（医学）
の学位の授与に値するものと考える。 
